
 ● 実験背景
 　タデアイとはタデ科イヌタデ属の一年生植物であり、古くから藍染めの原料

 として利用されている。葉にはインジカンを含有しており、そのインジカンが

 加水分解されることでインドキシルになり、さらに酸化されることで藍色の色素

 をもつインジゴに変換される。そのインジカンは系統を超えて複数の植物種に

 おいても生合成が可能であり、インジカンは植物にとって何らかの役割がある

 と推測できる。しかし南2001による とインジカンの役割について科学的根拠は

 未だ調べられていない。

　よって本研究では、マダラシミの捕食行動実験と食害によるインジカンの生成量

 の変化について実験を行うことで、インジカンの役割について検討を行うこと

 にした。

『ここがスゴい⁉』植物のストレスへの応え方!!

 ● 実験方法

行動観察実験について

 ● 実験結果

 ● 総合考察
 ・ インジゴはマダラシミに対し、食害を忌避する効果があると考えられた。(A-①, ②の結果)

 ・ 昆虫類などの咀嚼により、植物体内のインジカンはインジゴに変換されると考えられた。(反応経路)

 ・ 系統が異なる種においてもよく似た性質をもつ収斂進化の例であると考えられた。(実験背景4行目)

 ・ 昆虫類全体がインジゴを忌避する特徴を持っていると考えられた。(マダラシミは原始的な昆虫類)

 ・ 食害を受けたことでインジカンの生成量が増えたのではないかと考えられた。(B-②の結果)

 　 これらより、

 　 タデアイの葉にインジカンが含有される生物学的意義は

 　 食害時に昆虫類の捕食を忌避する防御応答を引き起こすためだと推測された。
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インジカンがマダラシミにもたらす影響について

①和紙の染色方法

②実験環境について

③湯を取り出す

五分経過

①砕いた葉0.5g ②80℃の湯 50ml

③湯を取り出す

五分経過後

①②③による抽出液

イサチン  50mg

④スターラーで撹拌

⑤7％塩酸を5ml

⑥30分間80℃に保つ

葉からのインジカン抽出方法について

〈インジルビン水溶液〉
　　　  25μg/ml

インジルビン水溶液の検量線作成について

〜タデアイPersicaria tinctoriaが
受ける食害ストレスにおけるインジカンの生成

量について〜

25μg/ml 分光光度計による吸光度測定

インジルビン

DMSO

1倍希釈

2倍希釈

4倍希釈

8倍希釈

 ● 今後の展望

nm

健康 食害

和紙の染色方法について

1辺3cm 3分間浸す

インジルビンの検量線の作成について

③インジルビンの検量線の作成

藍の葉中のインジカンの定量（牛田・川崎 2001）

インジルビン抽出タデアイの葉 インジルビン溶液の濃度測定

溶液作製

約30℃

×30匹

×8枚ずつ

最大吸収波長 550nm

インジルビンの吸収スペクトル

藍染め加工の有無による和紙の減少面積

インジルビンの550nmにおける検量線

p＜0.05

藍の葉(乾燥重量)0.1gあたりのインジカンの含有量

〜タデアイPersicaria tinctoriaが受ける食害ストレスにおけるインジカンの生成量について〜

津田学園中学校･高等学校 (六年制)

インジカン インドキシル

イサチン インジルビン

加水分解 酸化

（北澤2002; 牛田ら1998）

酸
化

インジゴ

インジカンの反応経路

A-① A-②

B-①

B-②

A-①,②

B-①

B-①

B-②

加工無し

 
 ・実験B-②においてサンプル数が少なかった。

 →試行を重ね､より正確で信憑性のある実験データの

 　作成に努めていきたい。

 ・実験ではマダラシミの捕食量について着目

 　したものの、捕食が昆虫類に対しどのような影響を

 　もたらすかまで検討することができなかった。

 → 今後はインジゴが昆虫類へどのように影響するか

 　 についても明らかにしていきたいと考えている。

加工有り
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